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(57)【要約】
　電子番組ガイド（ＥＰＧ）データマネージャモジュー
ルが提供される。ＥＰＧデータモジュールは、ＥＰＧデ
ータをハイパーテキストマークアップ言語５（ＨＴＭＬ
５）アプリケーションに提供するためのイベント駆動型
インフラストラクチャを形成している。ＨＴＭＬ５　Ｅ
ＰＧアプリケーションは、表示装置上のユーザインタフ
ェース内にＥＰＧデータウィンドウを表示する。ＥＰＧ
データは、表示されるＥＰＧデータウィンドウに基づい
てＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションによってレンダ
リングされるように生成されたスクリプト可能なデータ
オブジェクトでＥＰＧアプリケーションに提供される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置に電子番組ガイド（ＥＰＧ）ユーザインタフェース（ＵＩ）を表示するための
システムであって、
　ハイパーテキストマークアップ言語５（ＨＴＭＬ５）ベースのプラットフォームで定義
されたＥＰＧアプリケーションであって、前記表示装置上に前記ＵＩでＥＰＧデータウィ
ンドウ内に定義された番組情報を表示するＥＰＧアプリケーションと、
　１つ以上のＥＰＧデータファイルから受け取ったＥＰＧデータを前記ＨＴＭＬ５　ＥＰ
Ｇアプリケーションに提供するためのＥＰＧデータマネージャモジュールであって、前記
ＥＰＧデータは、スクリプト可能なデータオブジェクトによって前記ＥＰＧデータウィン
ドウに提供され、前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記表示装置上のユーザ
インタフェース内に前記ＥＰＧデータウィンドウをレンダリングするために前記ＥＰＧア
プリケーションに提供される、ＥＰＧデータマネージャモジュールと、を備えるシステム
。
【請求項２】
　前記ＥＰＧデータウィンドウは、利用可能なＥＰＧデータのサブセットである請求項１
に記載のシステム。
【請求項３】
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧデータウィンドウ内にレンダ
リングされた前記ＥＰＧデータを変更する前記ＥＰＧアプリケーションによって生成され
たナビゲーションイベントに応答して生成される請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧアプリケーションからのＡＰ
Ｉの呼び出しに応答して生成される請求項１または２に記載のシステム。
【請求項５】
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧデータウィンドウの変更をも
たらす前記ＥＰＧデータの変更に関連付けられるＥＰＧイベントに応答して生成される請
求項１または２に記載のシステム。
【請求項６】
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧデータウィンドウの変更を生
じる時間の変更に関連付けられるＥＰＧイベントに応答して生成される請求項１または２
に記載のシステム。
【請求項７】
　ＥＰＧイベントを前記ＥＰＧデータマネージャモジュールに提供し、および前記ＥＰＧ
データマネージャモジュールからスクリプト可能なデータオブジェクトを受け取り、およ
び該スクリプト可能なデータオブジェクトからのデータを用いて、前記ＥＰＧをレンダリ
ングするように前記ＥＰＧアプリケーションに命令するためのイベントハンドラをさらに
備える請求項１～６の何れか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　前記イベントハンドラは、前記ＵＩ内でのユーザナビゲーションに応答してナビゲーシ
ョンイベントを生成し、
　前記ナビゲーションイベントは、前記ＥＰＧデータマネージャモジュールに提供される
請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ＥＰＧデータマネージャモジュールは、前記ＥＰＧデータウィンドウに基づいて、
複数のＥＰＧデータファイルから１つのＥＰＧデータファイルを決定し、
　各ＥＰＧデータファイルは、所定期間の１つ以上のコンテンツソースのための番組デー
タを含む請求項１～８の何れか１項に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ＥＰＧデータマネージャモジュールは、前記複数のＥＰＧデータファイルから１つ
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以上のＥＰＧデータファイルを展開する請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記ＥＰＧデータマネージャモジュールは、前記１つ以上のＥＰＧデータファイルから
、前記ＥＰＧデータウィンドウよりも大きいＥＰＧデータを展開して、イベントハンドラ
から受け取ったイベント要求に基づく予測キャッシュ動作に基づいてデータをキャッシュ
に格納する請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記ＥＰＧデータマネージャモジュールは、ハードウェア命令セットに直接コンパイル
されたコンパイラ型中間レベル言語プロダクトである請求項１～１１の何れか１項に記載
のシステム。
【請求項１３】
　前記ＥＰＧデータマネージャモジュールは、ＣまたはＣ＋＋からコンパイルされたネイ
ティブコードで生成される請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ＥＰＧデータマネージャモジュールは、ＥＰＧデータを前記１つ以上のＥＰＧデー
タファイルから取得する前に、前記ＥＰＧデータウィンドウをレンダリングするための概
観ファイルを取得し、
　前記概観ファイルは、詳細なＥＰＧデータが前記１つ以上のＥＰＧデータファイルから
取得されている間、高レベルのＥＰＧデータを提供する請求項１～１３の何れか１項に記
載のシステム。
【請求項１５】
　前記概観ファイルは、チャンネル、番組タイトル、ジャンル、レーティング、開始時間
または期間のうちの１つ以上を提供する請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記１つ以上のデータファイルは、チャンネル、番組タイトル、ジャンル、レーティン
グ、放送日、制作日、開始時間、期間、内容、俳優、アイコンのうちの１つ以上を提供す
る請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　プロセッサによって、表示装置上に表示されたユーザインタフェース内に電子番組ガイ
ド（ＥＰＧ）を生成する方法であって、
　前記表示装置上に表示された前記ユーザインタフェース内にハイパーテキストマークア
ップ言語５（ＨＴＭＬ５）ＥＰＧアプリケーションで表示されるＥＰＧデータウィンドウ
を決定する工程と、
　決定されたＥＰＧデータウィンドウに基づいて、ＥＰＧデータから少なくとも１つのス
クリプト可能なデータオブジェクトを生成する工程と、
　前記表示装置上に表示された前記ユーザインタフェース内での前記ＥＰＧデータのレン
ダリングを命令するために、前記生成されたスクリプト可能なデータオブジェクトを前記
ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションに提供する工程と、を含む方法。
【請求項１８】
　前記ＥＰＧデータウィンドウは、前記ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションからＥＰＧ
構成パラメータを受け取る工程によって決定され、
　前記構成パラメータは、前記ＥＰＧデータから表示される前記ＥＰＧデータウィンドウ
を定義する請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＥＰＧデータウィンドウは、利用可能なＥＰＧデータのサブセットである請求項１
７または１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＥＰＧデータウィンドウを決定する工程は、前記ＥＰＧデータウィンドウ内に表示
されるＥＰＧデータを変更する前記ＥＰＧアプリケーションによって生成されたナビゲー
ションイベントを受け取る工程をさらに含み、
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　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ナビゲーションイベントに応答して
生成される請求項１７～１９の何れか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＥＰＧデータウィンドウを決定する工程は、前記ＥＰＧデータの変更に関連付けら
れるＥＰＧイベントを受け取る工程をさらに含み、その結果、前記ＥＰＧデータウィンド
ウを変更する工程をさらに含み、
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧイベントに応答して生成され
る請求項１７～２０の何れか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＥＰＧデータウィンドウを決定する工程は、時間の変更に基づいてＥＰＧイベント
を決定する工程をさらに含み、その結果、前記ＥＰＧデータウィンドウ内に表示される前
記ＥＰＧデータを変更する工程をさらに含み、
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記時間の変更に応答して生成される請
求項１７～２１の何れか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＥＰＧデータは、１つ以上のデータファイルで提供され、
　前記ＥＰＧデータは、前記１つ以上のデータファイルからのデータを展開し、前記ＥＰ
Ｇデータを取得して前記スクリプト可能なデータオブジェクトを生成する工程によって取
得される請求項１７～２２の何れか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　ＥＰＧデータから前記少なくとも１つのスクリプト可能なデータオブジェクトを生成す
る工程は、
　前記データウィンドウに関連付けられる１つ以上のデータファイルを決定する工程と、
　前記決定された１つ以上のデータファイルを取得する工程と、
　前記取得された１つ以上のデータファイルを展開する工程と、をさらに含む請求項２３
に記載の方法。
【請求項２５】
　各スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧデータウィンドウのレンダリン
グを効率的に更新する際に、ＥＰＧアプリケーションを補助するステータス情報である「
変更なし」、「追加済み」、「更新済み」または「削除済み」を含む請求項１７～２４の
何れか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　各スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記スクリプト可能なデータオブジェクト
の表示状態を反映する１つ以上のＣＳＳセレクタを含む請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ＣＳＳセレクタは、前記スクリプト可能なデータオブジェクトの属性に基づいて計
算される請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのスクリプト可能なデータオブジェクトを生成するためのＥＰＧデ
ータの概観ファイルを取得する工程をさらに含む請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　前記１つ以上のデータファイルを取得する前に、前記少なくとも１つのスクリプト可能
なデータオブジェクトを生成するためのＥＰＧデータの概観ファイルを取得する工程をさ
らに含む請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　追加ＥＰＧデータが提供された前記１つ以上のデータファイルを取得する前に、前記少
なくとも１つのスクリプト可能なデータオブジェクトを生成するためのＥＰＧデータの概
観ファイルを取得する工程と、
　前記概観ファイルからの前記決定されたＥＰＧデータウィンドウに基づくＥＰＧデータ
から少なくとも１つのスクリプト可能なデータオブジェクトを生成する工程と、
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　前記生成されたスクリプト可能なデータオブジェクトを前記ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリ
ケーションに提供して、前記１つ以上のデータファイルを取得する前に、前記表示装置上
に表示される前記ユーザインタフェース内での前記ＥＰＧデータのレンダリングを命令す
る工程と、をさらに含む請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　前記概観ファイルは、チャンネル、番組タイトル、ジャンル、レーティング、開始時間
または期間のうちの１つ以上を提供する請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記１つ以上のデータファイルは、チャンネル、番組タイトル、ジャンル、レーティン
グ、放送日、制作日、開始時間、期間、内容、俳優、アイコンのうちの１つ以上を提供す
る請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　プロセッサによって、表示装置上に表示されたユーザインタフェース内に電子番組ガイ
ド（ＥＰＧ）を生成するための命令を含み、
　前記命令は、請求項１７～３２の何れか１項に記載の方法を実行するために備えられる
非一時的コンピュータ記憶メモリ。
【請求項３４】
　電子番組ガイド（ＥＰＧ）を表示する方法であって、
　前記ＥＰＧ内での表示のためのＥＰＧデータウィンドウを決定する工程と、
　要求されたＥＰＧデータウィンドウをカバーする概観ファイルを取得する工程と、
　前記概観ファイル内の概観ＥＰＧデータから、スクリプト可能なデータオブジェクトを
生成する工程と、
　前記概観データを有するスクリプト可能なデータオブジェクトを用いて、前記ＥＰＧガ
イドをレンダリングする工程と、
　前記要求されたＥＰＧデータウィンドウのためのフルデータを有する１つ以上のデータ
ファイルセグメントを取得する工程と、
　前記１つ以上のデータファイルセグメント内のＥＰＧデータから、更新済みのスクリプ
ト可能なデータオブジェクトを生成する工程と、
　前記ＥＰＧデータウィンドウ内の前記ＥＰＧデータからの前記更新済みのスクリプト可
能なデータオブジェクトを用いて、前記ＥＰＧガイドをレンダリングする工程と、を含む
方法。
【請求項３５】
　前記ＥＰＧデータウィンドウのためのフルＥＰＧデータが既にキャッシュに格納されて
いるか否かを決定する工程をさらに含み、
　前記フルＥＰＧデータが既にキャッシュに格納されている場合には、前記ＥＰＧガイド
が前記フルＥＰＧデータを用いてレンダリングされる請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記更新済みのスクリプト可能なデータオブジェクトを生成する前に、前記１つ以上の
データファイルセグメントを展開する工程をさらに含む請求項３４または３５に記載の方
法。
【請求項３７】
　前記１つ以上のデータファイルセグメントは、前記バックグラウンドで展開される請求
項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　ＥＰＧアプリケーションは、ハイパーテキストマークアップ言語５（ＨＴＭＬ５）ベー
スのプラットフォームで定義され、
　前記ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションは、表示装置上の前記ユーザインタフェース
内のＥＰＧデータウィンドウ内に定義された番組情報を表示する請求項３７に記載の方法
。
【請求項３９】
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　前記ＥＰＧデータマネージャは、１つ以上のＥＰＧデータファイルから受け取ったＥＰ
Ｇデータを前記ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションに提供し、
　前記ＥＰＧデータは、前記ＥＰＧデータウィンドウのためのスクリプト可能なデータオ
ブジェクトによって提供され、
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記表示装置上の前記ユーザインタフェ
ース内に前記ＥＰＧデータウィンドウをレンダリングするために、前記ＥＰＧアプリケー
ションに提供される請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ＥＰＧデータウィンドウは、前記ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションからＥＰＧ
構成パラメータを受け取る工程によって決定され、
　前記構成パラメータは、前記ＥＰＧデータから表示される前記ＥＰＧデータウィンドウ
のＥＰＧ期間を定義する請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ＥＰＧデータウィンドウは、利用可能なＥＰＧデータのサブセットである請求項４
０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ＥＰＧデータウィンドウを決定する工程は、前記ＥＰＧデータウィンドウ内に表示
されるＥＰＧデータを変更する前記ＥＰＧアプリケーションによって生成されたナビゲー
ションイベントを受け取る工程をさらに含み、
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ナビゲーションイベントに応答して
生成される請求項３４～４１の何れか１項に記載の方法。
【請求項４３】
　前記ＥＰＧデータウィンドウを決定する工程は、前記ＥＰＧデータの変更に関連付けら
れるＥＰＧイベントを受け取る工程をさらに含み、その結果、前記ＥＰＧデータウィンド
ウを変更する工程をさらに含み、
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧイベントに応答して生成され
る請求項３４～４１の何れか１項に記載の方法。
【請求項４４】
　前記ＥＰＧデータウィンドウを決定する工程は、時間の変更に基づいてＥＰＧイベント
を決定する工程をさらに含み、その結果、前記ＥＰＧデータウィンドウ内に表示される前
記ＥＰＧデータを変更する工程をさらに含み、
　前記スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記時間の変更に応答して生成される請
求項３４～４１の何れか１項に記載の方法。
【請求項４５】
　各スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記ＥＰＧのレンダリングを効率的に更新
する際に、前記ＥＰＧアプリケーションを補助するステータス情報である「変更なし」、
「追加済み」、「更新済み」または「削除済み」を含む請求項３４～４４の何れか１項に
記載の方法。
【請求項４６】
　各スクリプト可能なデータオブジェクトは、前記スクリプト可能なデータオブジェクト
の表示状態を反映する１つ以上のＣＳＳセレクタを含む請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記ＣＳＳセレクタは、前記スクリプト可能なデータオブジェクトの属性に基づいて計
算される請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記概観ファイルは、チャンネル、番組タイトル、ジャンル、レーティング、開始時間
または期間のうちの１つ以上を提供する請求項３４～４７の何れか１項に記載の方法。
【請求項４９】
　前記１つ以上のデータファイルは、チャンネル、番組タイトル、ジャンル、レーティン
グ、放送日、制作日、開始時間、期間、内容、俳優およびアイコンのうちの１つ以上を提
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供する請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　プロセッサによって、表示装置上に表示されたユーザインタフェース内に電子番組ガイ
ド（ＥＰＧ）を生成するための命令を含む非一時的コンピュータ記憶メモリであって、
　前記命令は、請求項３４～４９の何れか１項に記載の方法を実行するために備えられる
非一時的コンピュータ記憶メモリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　この出願は、参照によって、その全体が本願明細書に組み込まれる、２０１３年５月９
日に出願された米国非仮特許出願第１３／８９０，７７５号に対する優先権を主張するも
のである。
【０００２】
　本開示は、電子番組ガイド（ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ｇｕｉ
ｄｅ：ＥＰＧ）に関し、特に、ハイパーテキストマークアップ言語（ＨＴＭＬ）ベースの
ＥＰＧアプリケーションでのＥＰＧデータおよびナビゲーションの管理に関する。
【背景技術】
【０００３】
　セットトップボックス、スマートテレビ、タブレットまたはスマートフォンは、ユーザ
が、現在および放送予定の番組のための、絶えず更新される時間関連のＥＰＧ情報を用い
て、番組スケジュールおよび他の放送メディアの番組情報をナビゲートすることを可能に
する電子番組ガイド（ＥＰＧ）を提供することができる。ＥＰＧは、ユーザが、チャンネ
ル（またはソース）および時間に基づいて番組をナビゲートして、視聴または録画のため
に特定の番組を選択することを可能にするインタラクティブユーザインタフェースに表示
される。ＥＰＧは、典型的には、サービスプロバイダによって提供され、および限定する
ものではないが、典型的には７～１４日の所定の時間周期に及ぶ可能性があり、および圧
縮データ形式で提供することができるデータを必要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＥＰＧを表示するために、ＥＰＧデータは、ネットワークを介して取得されるか、また
は、その装置にプッシュ配信され、その後、それらのファイルが展開されて、ユーザイン
タフェースが生成されて、ＥＰＧが表示される。ＥＣＭＡ－２６２仕様書およびＩＳＯ／
ＩＥＣ　１６２６２、ＥＰＧ実装で規定されている、ワールドワイドウェブコンソーシア
ム（登録商標、Ｗ３Ｃ）およびジャバスクリプト（登録商標、ＪＳ）によって開発された
ハイパーテキストマークアップ言語５（ＨＴＭＬ５）は、ユーザインタフェースに柔軟性
を提供するが、それらは、ＥＰＧデータに提供されるような大きなデータセットとともに
機能する場合、メモリおよびプロセッサ集中型にすることができる。ＥＰＧを生成するよ
うに対応するＥＰＧデータは、多くのパフォーマンス上の問題を生じさせ、また、大量の
メモリリソースを消費する可能性がある。現時点で、ＥＰＧアプリケーションをＨＴＭＬ
で作り出すことに関しては、多くのアプローチがある。第１のアプローチは、ＥＰＧデー
タおよびユーザインタフェースにおけるデータのレンダリングを管理するネイティブビジ
ュアルプラグインを用いることであり、それは、最適なパフォーマンスをもたらすが、Ｅ
ＰＧデータの表示をカスタマイズするための能力が限定されており、ＨＴＭＬ５の柔軟性
を活用していない。第２のアプローチは、ＥＰＧデータを管理して、全体的にＨＴＭＬ／
ＪＳの実装で表示し、そのことは、ＥＰＧデータはＪＳでキャッシュに格納されることが
必要であり、およびＥＰＧナビゲーションのすべてのロジックはＪＳおよびＨＴＭＬ５を
介して行われる必要があるため、ＥＰＧデータのナビゲーションを遅くし、およびメモリ
集中型にする。例えば、圧縮されたＥＰＧデータから成るバイトは、ＪＳにロードされて
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ＨＴＭＬで構成された場合、データサイズの１００倍の増加をもたらす可能性がある。Ｈ
ＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションは、セットトップボックス、スマートテレビ、タブレ
ットおよびスマートフォン等の装置内の限定された処理リソースおよびメモリリソースに
重い負担をかける可能性があるナビゲーション、レンダリング、データ管理を含むＥＰＧ
アプリケーションのすべての側面に対処する必要があるため、ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリ
ケーションの作成は、非常に複雑である。
【０００５】
　したがって、ＨＴＭＬ５アプリケーションでのＥＰＧの表示における改良されたＥＰＧ
データ管理を可能にするシステムおよび方法が依然として強く望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の態様によれば、表示装置に電子番組ガイド（ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｐｒｏｇ
ｒａｍ　ｇｕｉｄｅ：ＥＰＧ）ユーザインタフェース（ＵＩ）を表示するためのシステム
が提供され、そのシステムは、ハイパーテキストマークアップ言語５（ＨＴＭＬ５）ベー
スのプラットフォームで定義されたＥＰＧアプリケーションであって、ＨＴＭＬ５　ＥＰ
Ｇアプリケーションが、表示装置上にＵＩでＥＰＧデータウィンドウ内に定義された番組
情報を表示するＥＰＧアプリケーションと、１つ以上のＥＰＧデータファイルから受け取
ったＥＰＧデータをＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションに提供するためのＥＰＧデータ
マネージャモジュールであって、ＥＰＧデータが、スクリプト可能なデータオブジェクト
によってＥＰＧデータウィンドウに提供され、スクリプト可能なデータオブジェクトは、
表示装置上のユーザインタフェース内にＥＰＧデータウィンドウをレンダリングするため
にＥＰＧアプリケーションに提供される、ＥＰＧデータマネージャモジュールと、を備え
ている。
【０００７】
　本開示の別の態様によれば、プロセッサによって、表示装置上に表示されたユーザイン
タフェース内に電子番組ガイド（ＥＰＧ）を生成する方法が提供され、その方法は、表示
装置上に表示されたユーザインタフェース内にＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションで表
示されるＥＰＧデータウィンドウを決定する工程と、決定されたＥＰＧデータウィンドウ
に基づいて、ＥＰＧデータから少なくとも１つのスクリプト可能なデータオブジェクトを
生成する工程と、表示装置上に表示されたユーザインタフェース内でのＥＰＧデータのレ
ンダリングを命令するために、生成されたスクリプト可能なデータオブジェクトをＨＴＭ
Ｌ５　ＥＰＧアプリケーションに提供する工程と、を含む。
【０００８】
　本開示のさらに別の態様によれば、プロセッサによって、表示装置上に表示されたユー
ザインタフェース内に電子番組ガイド（ＥＰＧ）を生成するための命令を含む非一時的コ
ンピュータ記憶メモリが提供され、それらの命令は、表示装置上に表示されたユーザイン
タフェース内にＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションで表示されるＥＰＧデータウィンド
ウを決定する工程と、決定されたＥＰＧデータウィンドウに基づいて、ＥＰＧデータから
少なくとも１つのスクリプト可能なデータオブジェクトを生成する工程と、表示装置上に
表示されたユーザインタフェース内でのＥＰＧデータのレンダリングを命令するために、
生成されたスクリプト可能なデータオブジェクトをＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーション
に提供する工程と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本開示のさらなる特徴および利点は、添付図面とともに解釈すれば、以下の詳細な説明
から明らかになるであろう。
【図１】図１は、電子番組ガイドの図を示す。
【図２】図２は、ＥＰＧシステムの図を示す。
【図３】図３は、ＥＰＧデータセットおよびデータウィンドウの図を示す。
【図４】図４は、ＥＰＧを表示するためのシステムの図を示す。
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【図５】図５は、ＥＰＧデータマネージャモジュールの方法を示す。
【図６】図６は、ＥＰＧアプリケーションでＥＰＧデータウィンドウを表示する方法を示
す。
【図７】図７は、ＥＰＧアプリケーションでＥＰＧデータウィンドウを表示する別の方法
を示す。
【図８】図８は、概観ファイルを用いて、ＥＰＧデータウィンドウを表示する方法を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　添付図面全体を通して、同様の形状構成が同様の符号によって特定されていることに気
付くであろう。以下、ほんの一例として、図１～図８を参照して実施形態を説明する。よ
り有効な電子番組ガイド（ＥＰＧ）をＨＴＭＬ５実装で提供、すなわち、ＨＴＭＬ５　Ｅ
ＰＧアプリケーションまたはＥＰＧアプリケーションの機能を提供するために、ＪＳ等の
インタプリタ型言語を用いてもよいＨＴＭＬ５ブラウザベースのプラットフォームで実行
されるＥＰＧアプリケーションとインタフェースをとるためのＥＰＧデータマネージャが
設けられる。ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションのレンダリング機能を命令するための
ＥＰＧデータを効率的に管理するために、中間イベントハンドラを設けてもよい。ＥＰＧ
データマネージャは、メモリ効率が良く、良好なパフォーマンスを実行でき、およびＥＰ
Ｇの表示からＥＰＧデータ管理、展開およびナビゲーションをアンロードすることにより
カスタマイズするのが容易であるＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションを可能にする。イ
ベントハンドラは、ＥＰＧデータマネージャとＥＰＧアプリケーションとのインタフェー
スをとって、ＥＰＧデータマネージャからのＥＰＧイベントを提供し、およびそのＥＰＧ
をレンダリングするようにＥＰＧアプリケーションに命令する。イベントハンドラは、Ｈ
ＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションが、ＥＰＧデータの表示ウィンドウを構成することを
可能にする機能を実行できるＪＳ等のスクリプト言語を用いて設けることができる。イベ
ントハンドラは、ＥＰＧデータを、ＥＰＧデータマネージャから受け取ったスクリプト可
能なデータオブジェクトに基づいてＥＰＧデータをレンダリングすべきときをＨＴＭＬ５
　ＥＰＧアプリケーションに通知する。イベントハンドラを通過したデータの構成は、Ｈ
ＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションが、最小限の労力でその表示を更新することを可能に
するために、ＥＰＧ表示ウィンドウ内のどのチャンネルおよび番組が「追加済み」、「削
除済み」、または「更新済み」であるかを通知するであろう。また、各スクリプト可能な
データオブジェクトは、スクリプト可能なデータオブジェクトをレンダリングする際にＥ
ＰＧアプリケーションを補助するための情報も含んでいる。追加情報は、各スクリプト可
能なデータオブジェクトのためのＣＳＳセレクタの構成に組み込まれる可能性があり、ま
たは、限定されないが、例えば、ＳＶＧ、Ｃａｎｖａｓ、ＷｅｂＧＬおよび他の別のもの
等のＨＴＭＬ５統合表示技術という他の態様が、ＥＰＧを表示するのに用いられる場合に
は、統合されたものとして提供されてもよい。ＥＰＧアプリケーションは、ＥＰＧデータ
を迅速にレンダリングするために、スクリプト可能なデータオブジェクトを表すＨＴＭＬ
表示要素に、ＣＳＳセレクタ値を適用することができる。ＣＳＳセレクタ値は、ＥＰＧサ
ービスおよび番組の属性に基づいて決められる。このアプローチは、完全なＵＩ柔軟性／
カスタマイズのために、ＥＰＧアプリケーションのレンダリングをＨＴＭＬ５で完全に行
えるようにしながら、最適なパフォーマンスおよびメモリ使用量のためのネイティブコー
ドで、ＥＰＧデータの管理およびナビゲーションを可能にする。
【００１１】
　追加方法が図７に図示されている。この方法では、ＨＴＭＬアプリケーションは、ＥＰ
Ｇデータマネージャを呼び出して、ユーザが要求したナビゲーションに基づいて、ＥＰＧ
データのウィンドウを取得することによって、ＥＰＧ表示のナビゲーションを管理する。
この実施形態は、ＨＴＭＬアプリケーションが、アプリケーションナビゲーションルール
に基づいて、ＥＰＧデータウィンドウのサイズを動的に変化させることを可能にしている
。ＨＴＭＬアプリケーションは、取得したいＥＰＧデータウィンドウのサイズに関する構
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成情報を有するＥＰＧデータマネージャを呼び出し、および要求されたＥＰＧデータウィ
ンドウのデータが表示に利用できるときを通知するようにイベントハンドラを呼び出す。
そして、ＥＰＧデータマネージャは、（まだキャッシュに格納されていない場合）要求さ
れたＥＰＧデータを取得して、そのデータを、設けられたイベントハンドラによってＨＴ
ＭＬアプリケーションに返すことになる。
【００１２】
　図１は、テレビ受像機等の表示装置１００に表示されるＥＰＧの図を示す。ＥＰＧ１０
２は、例えば、テレビ受像機、タブレット、スマートフォン等のディスプレイと一体化さ
れた機能を処理することによって、または、デジタルメディアレシーバ、例えば、ケーブ
ル、衛星、有線または無線ネットワークとインタフェースをとって番組情報をテレビ受像
機のディスプレイに提供することができるセットトップボックス装置等の外部装置によっ
て、ディスプレイ上に表示することができる。コンテンツは、ＩＰＴＶ等のインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）サービスによって、その装置に配信することができる。ＥＰＧは、
さまざまな構成で表示することができるが、それは、典型的には、時間範囲または時間軸
と、番組の開始時間および終了時間に関連して配置される番組名を表示するチャンネル範
囲およびチャンネル軸とを有するＥＰＧデータウィンドウを備えているグリッド１０４に
表示される。しかし、ＥＰＧは、別に、２つのチャンネルと、「現在」および「次の」番
組情報を有する２つの固定幅の行を示すＺａｐグリッド、または、１つのチャンネルに対
して、すべての番組を列で示す１つのチャンネルグリッド等の異なる構成で表示してもよ
い。ユーザは、方向指示入力によってグリッドを選択的にナビゲートして、視聴および可
能であれば録画のために番組を選択することができる。番組内容、レーティング、録画ス
テータス、期間、俳優、放送日、エピソード等の特定の番組に関するメタデータも表示す
ることができる。ＥＰＧアプリケーションは、多数の日にわたって、典型的には、限定す
るものではないが、７～１４日間にわたってナビゲートできるデータを提供することが可
能であってもよいが、表示装置１００の表示領域により、常に表示することができるのは
、ＥＰＧデータの限定された部分のみである。データ取得、データ展開、ナビゲーション
、構成およびレンダリング等のすべての機能がＨＴＭＬ５ブラウザ内で実行される場合、
ユーザがＥＰＧの中を移動させるから、集中的な表示のために、ＥＰＧデータを取得して
構成しなければならない。
【００１３】
　ＥＰＧ１０２は、表示装置１００のプロセッサまたはデジタルメディアレシーバ２００
によって実行されたＨＴＭＬ５プラットフォームベースのＥＰＧアプリケーションによっ
て生成される。ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーションは、ユーザインタフェースをレンダ
リングして、外観および表示の柔軟性をもたらすために、ＨＴＭＬ５を用いて、構成およ
び表示のためのＥＰＧデータを挿入する。ＨＴＭＬ５アプリケーションは、典型的には、
ＥＰＧデータを受け取って処理し、およびユーザフィードバックおよび遷移を決定するた
めに、ユーザインタフェースの表示動作を記述するためのカスケーディングスタイルシー
ト（ＣＳＳ）を用いる。さらに、ＥＰＧユーザインタフェースの実装部分およびＣＳＳプ
ロパティの制御を介したデータ相互作用ならびに他のＨＴＭＬ５統合表示技術、例えば、
ＳＶＧ、Ｃａｎｖａｓ、ＷｅｂＧＬおよび他の別のものを実装するためにＪＳを用いても
よい。ＨＴＭＬ５は、ユーザインタフェースを容易に実装できるようにする柔軟性を提供
するが、ＥＰＧユーザインタフェースは、ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーション内でＥＰ
Ｇデータを処理する場合の増加したメモリ要件によるＥＰＧ表示に要する基本的なデータ
処理機能に関連している場合の柔軟性を制限する可能性がある。
【００１４】
　図２は、ＥＰＧシステムの図を示す。ＥＰＧ１０２は、表示装置１００に表示すること
ができるが、表示装置１００と直接一体化されたプロセッサによって、または、セットト
ップボックス等の外部のデジタルメディアレシーバ２００によって生成してもよい。表示
装置１００／デジタルメディアレシーバ２００は、ネットワーク２１０にアクセスして、
ＥＰＧデータおよび番組コンテンツを視聴のために受信または取得することが可能である
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。ネットワーク２１０は、ＩＰＴＶサービスを提供するためのインターネット等のパケッ
ト交換網であってもよい。サーバ２２０は、表示装置１００およびデジタルメディアレシ
ーバ２００等の多数のコンシューマ装置によるアクセスのために、ＥＰＧデータ２３２お
よび概観データ２３４を格納している。ＥＰＧデータ２３２および概観データ２３４は、
１つのデータファイルで、または、圧縮データファイル内の多数のセグメント２３２ａ，
・・・，２３２ｎで格納装置２３０に格納される。これらのデータファイルは、ｚｉｐ、
ｇｚｉｐ、ｔａｒ、ｒａｒまたは独自の方法等の公知の圧縮形式を用いて圧縮することが
できる。特定の実装に依存して、圧縮されたデータファイルは、期間により、およびチャ
ンネル、コンテンツ、ソース、番組の種類または他のメタデータ分野から成る群によって
セグメント化することができる。ＥＰＧデータ２３２がセグメントで提供される場合、そ
の期間は、例えば、３時間内のデータとすることができ、同時に、チャンネル群は、多数
の範囲、英字のチャンネル関連付けまたは番組パッケージによって定義してもよい。ＥＰ
Ｇデータ２３２は、必要な場合に、取得および展開することができ、または、表示装置１
００／デジタルメディアレシーバ２００は、ＥＰＧデータのスライディングウィンドウを
格納し、およびそれらが利用可能な場合に、新たなデータセグメントをダウンロードする
ことができる。例えば、表示装置１００／デジタルメディアレシーバ２００は、１４日分
のＥＰＧデータを格納し、毎晩、新たなデータファイルまたはセグメントをダウンロード
してもよく、あるいは、表示装置１００／デジタルメディアレシーバ２００は、データが
存在していないかまたは表示装置１００／デジタルメディアレシーバ２００において定義
されていないＥＰＧ内の位置にユーザがいつ移動したかをサーバ２２０に問い合わせても
よい。あるいは、ＥＰＧデータ２３２は、生のテレビストリーム内の帯域内データにより
、徐々に、または、所定期間のデータの定期的ダウンロードとして、表示装置１００／デ
ジタルメディアレシーバ２００に提供することができる。また、ＥＰＧデータは、１つ以
上の関連付けられた概観ファイル２３４を有することもできる。各ファイル２３４ａまた
は２３４ｂは、７～１４日等の期間に、高レベルのＥＰＧデータを取得することができる
。概観ファイルは、データセグメントよりもサイズをかなり小さくして、より高速の処理
を実現できる。例えば、限定するものではないが、チャンネル、番組タイトル、放送日、
制作日、ジャンル、レーティング、開始時間および期間等の概観ファイルデータは、フル
ＥＰＧファイルセグメント２３２として、限定するものではないが、チャンネル、番組タ
イトル、放送日、制作日、ジャンル、レーティング、開始時間、内容、俳優、アイコン等
を含む。ＥＰＧ概観データ２３４は、さらなるまたは追加データを提供するフルＥＰＧデ
ータが取得されて展開されている間に、ＥＰＧの表示を可能にするのに用いることができ
る。概観ファイルは、追加レベルの詳細によってガイドが構成される間に、ユーザがＥＰ
Ｇをより迅速にナビゲートできるように、最小限の情報を提供する。
【００１５】
　図３は、ＥＰＧデータセット３００の図を示す。この図は、ＥＰＧデータセット内でＥ
ＰＧが表示するデータ１０４のデータウィンドウを例示することが意図されている。ＨＴ
ＭＬ５　ＥＰＧは、典型的には、ＥＰＧ内でのナビゲーションがＥＰＧグリッド内に限定
される番組データを表示するように、２範囲構成で表示される。この範囲は、例えば、チ
ャンネルおよび時間軸に対して相対的にしてもよいが、ＥＰＧ情報は、ジャンルデータ、
キャストデータ、言語データ、放送日、内容、時間等の異なるデータと対照させて表示し
てもよい。また、ＥＰＧデータは、ＥＰＧデータのナビゲーションを可能にするリストま
たはカルーセル構造のような別の視覚表示で表示してもよく、および異なるメタデータパ
ラメータに関して順序付けてもよい。グリッドは、典型的には、３０分のブロック３１０
に分けられているが、番組は、必ずしもその画成されたブロックと関連付けなくてもよい
。１つの番組に必要なブロック３１０の数、または、１つのブロックに関連付けられる番
組の数は、関連付けられる番組の開始時間および期間に依存する。フルＥＰＧデータを含
むＥＰＧデータは、７～１４日で構成することができ、および格納のために、より小さな
セグメントに分けてもよく、または徐々に配信してもよい。例えば、ＥＰＧデータの部分
３２０は、データセグメント２３２ｄによって提供することができ、この場合、ＥＰＧデ
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ータウィンドウのためのデータを集めるには、多数のセグメントを要する。より小さな圧
縮されたセグメントは、ＥＰＧの部分のみを取得する必要がある場合、ＥＰＧを容易に更
新できるようにする。ＥＰＧデータの格納は、番組情報を定義し、およびテーブル形式で
構成する必要はないが、各番組がチャンネルと関連付けられているフラットファイル形式
で構成する必要があり、およびタイトル、内容、期間、開始時間、レーティング等のメタ
データ情報を提供する。表示されたＥＰＧデータ１０４は、複数のＥＰＧデータファイル
セグメントにわたる可能性があり、そのため、データウィンドウに基づいて、多数のファ
イルの展開を必要とする可能性があり、または、大きな圧縮データファイルで提供しても
よい。概観ファイルは、複数のガイドデータセグメントにわたる可能性がある各時間エン
トリに対する高レベルのＥＰＧデータを提供する。概観ファイルは、迅速な処理とガイド
データの生成を提供し、およびより詳細なＥＰＧデータをバックグラウンドで取得および
展開できるようにする。ユーザが、ＥＰＧグリッドをナビゲートする際、取得および展開
される追加ファイルセグメントを要する表示のために、追加データ項目を要求してもよい
。ＨＴＭＬ５または中間プラグインで展開を実行することは、データ表示効率およびリソ
ース消費においては集中的および次善的である可能性がある。ＥＰＧデータマネージャは
、ＥＰＧデータを効率的に処理し、ナビゲーション入力を受け取り、表示およびＥＰＧア
プリケーション要件への対応に必要なスクリプト可能なデータオブジェクトを決定するこ
とができる専用アプリケーションを提供できる。
【００１６】
　図４は、ＥＰＧを表示するためのシステムの図を示す。ＥＰＧ１０２は、表示装置１０
０／デジタルメディアレシーバ２００によって表示される。ＥＰＧ１０２は、メモリ４０
６に結合されたプロセッサ４００によって生成される。メモリ４０６は、ＥＰＧ１０２の
生成および表示のための命令４１０を含んでいる。表示インタフェース４０４は表示装置
１００に結合され、表示インタフェース４０４への接続は、ＥＰＧが、セットトップボッ
クス等のデジタルメディアレシーバ２００によってどこに生成されるか、または、タブレ
ット、スマートフォンまたはスマートテレビ内に直接生成されるかに依存する。有線また
は無線インタフェースとすることができるネットワークインタフェース４０２は、サーバ
２２０に結合された格納装置２３０からの、ＥＰＧ概観データ２３４およびＥＰＧデータ
２３２の取得のために、ネットワーク２１０に接続している。命令４１０は、ユーザイン
タフェースをユーザに表示するためのＨＴＭＬ５ブラウザ４２０を含んでいる。ＥＰＧア
プリケーション４２２は、ＥＰＧの視覚的外観を定義するＣＳＳ等のＨＴＭＬ５統合表示
技術によって表示することができ、また、ＪＳを用いる機能を提供してもよい。イベント
ハンドラ４３０は、ＪＳエンジンによって解釈することができ、およびアプリケーション
インタフェースをＥＰＧデータマネージャモジュール４４０に提供して、ＥＰＧアプリケ
ーション４２２によって使用されるスクリプト可能なデータオブジェクトを生成して、Ｅ
ＰＧデータウィンドウ１０４を更新することができる。
【００１７】
　ＥＰＧデータマネージャモジュール４４０は、プラグインとしてＨＴＭＬ５ブラウザ４
２０およびＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーション４２２に提供してもよい。イベントハン
ドラ４３０は、ＥＰＧデータマネージャモジュール４４０とＥＰＧアプリケーション４２
２との間のＥＰＧデータの転送を容易にするために、所定のインタフェースを提供し、お
よびナビゲーション入力またはＥＰＧデータまたは時間フレームの変更等のＥＰＧイベン
トに応答して、ＥＰＧアプリケーション４２２による視覚的更新を開始する。ＥＰＧデー
タマネージャモジュール４４０は、ナビゲーション、キャッシュ格納およびビューウィン
ドウ管理等のＥＰＧアプリケーション４２２のすべての複雑な機能に対応する。ＥＰＧデ
ータマネージャ４００は、ＨＴＭＬ５／ＪＳブラウザ内のモジュールとして、または、ハ
ードウェア命令セットに直接コンパイルするためのＣおよびＣ＋＋等のコンパイラ型中間
レベル言語製品であるネイティブコードアプリケーションとして提供できる。ナビゲーシ
ョン入力、または、時間遷移または番組情報変更等のＥＰＧデータセットの変更に応答し
て、ＥＰＧデータマネージャモジュール４４０は、ＥＰＧアプリケーション４２２で表示
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されるビューウィンドウのためのデータを決定する。ＥＰＧデータマネージャモジュール
４４０は、ナビゲーションまたはＥＰＧデータ変更を反映して、ＵＩに表示されるＥＰＧ
データのサブセットを修正するために、データウィンドウを更新するのに必要なＥＰＧデ
ータを決定する。ＥＰＧデータマネージャモジュール４４０は、まだキャッシュに格納さ
れていない場合、必要なＥＰＧデータセグメントを取得し、そのデータを展開して、イベ
ントハンドラ４３０を介してデータオブジェクトをＥＰＧアプリケーション４２２に提供
して、ＥＰＧデータウィンドウを更新する。イベントハンドラ４３０は、ビューウィンド
ウが既に更新されている場合に、ＥＰＧコンポーネントをレンダリングするようにＥＰＧ
アプリケーション４２２に命令する。イベント駆動型インフラストラクチャは、ＥＰＧユ
ーザインタフェースディスプレイの部分が、更新され、およびＥＰＧアプリケーション４
２２に関する処理要件を制限する必要がある場合をＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリケーション
４２２に通知する。スクリプト可能なデータオブジェクトをイベントハンドラ４３０に提
供するＥＰＧデータマネージャモジュール４４０からの呼び出しは、ＥＰＧデータの更新
をＥＰＧアプリケーション４２２に提供して、ユーザインタフェースにプッシュ配信する
ことを可能にする。ＥＰＧ表示を所定のＥＰＧデータによって更新する必要があることを
ユーザインタフェースに通知するためのＥＰＧデータ更新、ＥＰＧ可視タイムスロットを
更新する必要があることをユーザインタフェースに通知するためのタイムスロット更新、
または、ユーザインタフェース内に表示される、ユーザが選択した番組の変更を通知する
ためのフォーカス／選択更新を実行する機能が行われてもよい。
【００１８】
　図５は、ＥＰＧデータマネージャモジュール４００を示す。ＨＴＭＬ５　ＥＰＧアプリ
ケーション４２２は、アプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）のセッ
トを呼び出し、およびＥＰＧデータウィンドウを特定するパラメータ（例えば、チャンネ
ルの数、時間範囲）と、チャンネル／番組属性およびイベントハンドラコールバックに基
づくＣＳＳセレクタ値等の追加データを生成することによって、ＥＰＧデータマネージャ
モジュール４４０を構成する。イベントハンドラ４３０は、構成パラメータをＥＰＧデー
タマネージャに提供する（ステップ５０２）。その構成に基づいて、ＥＰＧデータマネー
ジャは、ＥＰＧデータウィンドウを決定し（ステップ５０４）、およびＥＰＧデータウィ
ンドウのためのＥＰＧデータの決定された関連部分のための圧縮されたデータファイルを
取得することができる。ナビゲーションイベント等のＥＰＧイベントは、ＡＰＩ（例えば
、次のチャンネル、前のチャンネル、次の番組、前の番組、チャンネルに移動および特定
の時間に移動）を呼び出し、ナビゲーションイベントをＥＰＧデータマネージャ４４０に
提供するＥＰＧアプリケーション４２２によって引き起こされる（ステップ５０６）。あ
るいは、ＥＰＧイベントは、ＥＰＧデータの変更、または、ＥＰＧアプリケーション４２
２にプッシュ配信されるＥＰＧデータウィンドウの変更を引き起こすであろう時間の変更
に基づいて、ＥＰＧデータマネージャ４００によって引き起こされるＥＰＧデータイベン
トであってもよい（ステップ５０６）。構成されたＥＰＧデータウィンドウに基づいて、
ＥＰＧデータマネージャ４４０は、オブジェクト（チャンネル、番組）を追加し、削除し
、または更新し、スクリプト可能なデータオブジェクトを生成することによって、各追加
されたか、または更新されたオブジェクトに対して、ＥＰＧイベントに関連付けられるデ
ータを決定して、ＥＰＧデータウィンドウを更新することになる（ステップ５０８）。Ｅ
ＰＧデータは、ＥＰＧデータマネージャモジュール４４０によってスクリプト可能なデー
タオブジェクトに構成されて、ＥＰＧデータウィンドウの表示を更新する必要があること
をイベントハンドラ４３０に通知するために、イベントハンドラ４３０に提供される（ス
テップ５１０）。イベントハンドラ４３０に提供されたスクリプト可能なデータオブジェ
クト内のデータは、ＥＰＧアプリケーション４２２が、ＥＰＧデータウィンドウのどの外
観を更新、削除、追加すべきか、または変更しないかを理解して、ＥＰＧアプリケーショ
ン４２２が効率よく表示を更新することを可能にする。また、イベントハンドラ４３０内
の情報は、視覚的外観のためのＣＳＳセレクタを、必要に応じて各オブジェクトに提供し
、ＥＰＧアプリケーション４２２がＣＳＳを用いて、スクリプト可能なデータオブジェク
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トの表示要素にそれらのセレクタを簡単に適用することを可能にしている。ＥＰＧアプリ
ケーション４２２は、ＥＰＧデータを取得し、展開し、および構成する何らかの計算を要
することなく、スクリプト可能なデータオブジェクトを所望の効果で表示することができ
、およびＥＰＧアプリケーションに関する処理要件が低減されるＥＰＧデータを構成する
。
【００１９】
　図６は、ＥＰＧデータウィンドウを表示する方法のフローチャートを示す。ＥＰＧアプ
リケーションは、ＥＰＧデータウィンドウを定義するパラメータをＥＰＧデータマネージ
ャに提供する（ステップ６００）。そのデータウィンドウは、表示装置に示されるユーザ
インタフェースビューに基づいてＥＰＧに表示されるのに必要であるデータの範囲を定義
する。例えば、ＥＰＧをアクティブにする場合、そのデフォルトのウィンドウは、現在時
間と、現在見ているチャンネルに関して定義されたチャンネルの一覧とに基づいていても
よい。ＥＰＧデータマネージャは、リモートサーバからＥＰＧデータを取得するか、また
は受信する（ステップ６０２）。そのＥＰＧデータは、１つの圧縮ファイルで徐々に提供
されるか、または、ＥＰＧのセグメントに対して定義して提供してもよく、例えば、ＥＰ
Ｇは、３時間にわたってもよく、および広範囲のチャンネルをカバーしてもよい。ＥＰＧ
データは、中央プロセッサで更新されて格納され、サービスプロバイダに配信される。例
えば、７日分のフルＥＰＧを提供するために、データは、ＥＰＧを完成させるのに必要で
ある可能性がある圧縮ファイルの形式の数百のＥＰＧデータセグメントによって表すこと
ができる。ＥＰＧを多数のファイルセグメントに分割することにより、必要に応じて追加
される個々のセグメントでＥＰＧを徐々に更新することができる。あるいは、ＥＰＧは、
徐々に提供することができ、または、更新時にフルＥＰＧデータウィンドウを提供するフ
ル定期更新として提供してもよい。ＥＰＧイベントは、ＥＰＧアプリケーション内でのユ
ーザインタラクションから、例えば、ナビゲーション入力からＥＰＧデータマネージャに
よって受け取られて、ＥＰＧデータマネージャに送られるか、または、ＥＰＧデータの変
更は、ＥＰＧデータマネージャによって決定される（ステップ６０４）。ＥＰＧビューが
ＥＰＧアプリケーション内に表示されると、ＥＰＧデータマネージャは、ＥＰＧイベント
に関連付けられたＥＰＧデータウィンドウのサイズおよび範囲を決定する（ステップ６０
６）。例えば、１つの行のみが更新される、ＥＰＧ内の徐々に増加する１つの行移動、ま
たは、ディスプレイ内のすべてのデータが更新されるページ増加である。さらに、ＥＰＧ
データウィンドウは、ＥＰＧを表示するために選択された現在の表示と、どのくらいの情
報をその表示で見ることができるかに依存する。例えば、典型的なグリッド構成は、特定
の期間に対して、多数のチャンネルを垂直方向に、例えば、３時間に対して５つのチャン
ネルを示してもよい。ＥＰＧは、例えば、複数のチャンネルが水平方向に表示されるか、
または、１つのチャンネルに対して表示される別の構成で表示してもよい。受け取ったＥ
ＰＧイベント、例えば、ＥＰＧグリッド内で移動する、新たなチャンネル群を表示する、
表示される期間を変更する、等のナビゲーションイベントに基づいて、ＥＰＧデータマネ
ージャは、要求されたデータが利用可能であるか否か、および関連付けられるスクリプト
可能なデータオブジェクトを生成するために既に展開されているか否かを決定する。ＥＰ
Ｇデータが既にキャッシュに格納されている場合（ステップ６０８におけるＹＥＳ）、そ
のＥＰＧデータは、新たな情報を表示するのに必要なスクリプト可能なデータオブジェク
トに構成される（ステップ６１０）。イベントハンドラに提供されるＥＰＧデータ属性に
基づく表示ＣＳＳセレクタとともに、「追加済み」、「更新済み」、「削除済み」、「変
更なし」等のステータス動作を定義することができる。そして、イベントハンドラは、更
新されたスクリプト可能なデータオブジェクトを用いて、ユーザインタフェースを更新し
てレンダリングするようにＥＰＧアプリケーションに命令する（ステップ６１４）。その
結果、ＥＰＧアプリケーションは、ＥＰＧをレンダリングして、選択されたＥＰＧデータ
ウィンドウを表示することができる（ステップ６１６）。ＥＰＧデータがまだ展開されて
いない場合は（ステップ６０８におけるＮＯ）、そのデータウィンドウのための適切なフ
ァイルセグメントが決定されて取得されるか（ステップ６１８）、または、ＥＰＧデータ
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の更新バージョンに対する要求がサーバに送られる。取得されたファイルは展開されて（
ステップ６２０）、更新されたＥＰＧデータが、スクリプト可能なデータオブジェクトに
構成される（ステップ６１０）。あるいは、スクリプト可能なデータオブジェクトは、Ｅ
ＰＧが見られているときの時間または番組情報の変更に基づくＥＰＧデータの変更等のＥ
ＰＧデータイベントに応答して生成することができる。スクリプト可能なデータオブジェ
クトが、ＥＰＧイベントによって生成されると、ＥＰＧデータマネージャは、要求された
オブジェクトを決定して、イベントハンドラにオブジェクトを渡すことになる。
【００２０】
　図７は、ＥＰＧデータウィンドウを表示する別の方法のフローチャートを示す。ＥＰＧ
アプリケーションは、ＡＰＩを呼び出してＥＰＧデータマネージャに提供し、ＥＰＧデー
タウィンドウおよびイベントハンドラにパラメータを提供する（ステップ７００）。要求
されたＥＰＧデータが既にキャッシュに格納されている場合（ステップ７０２におけるＹ
ＥＳ）、そのＥＰＧデータは、スクリプト可能なオブジェクトに構成される。そして、Ｅ
ＰＧデータマネージャは、提供されたイベントハンドラを介して、そのスクリプト可能な
ＥＰＧデータオブジェクトをＥＰＧアプリケーションに返す（ステップ７０６）。その結
果、ＥＰＧアプリケーションは、要求されたＥＰＧデータをレンダリングすることができ
る（ステップ７０８）。ＥＰＧデータが、まだ展開されていない場合は（ステップ７０２
におけるＮＯ）、要求されたデータウィンドウのための適切なファイルセグメントが取得
されて（ステップ７１０）、展開され（ステップ７１２）、そのスクリプト可能なデータ
オブジェクトが生成される（ステップ７０４）。
【００２１】
　図８は、概観ファイルを用いてＥＰＧデータウィンドウを表示する方法を示す。ＥＰＧ
アプリケーションは、ＡＰＩを呼び出してＥＰＧデータマネージャに提供して、所定期間
、ＥＰＧデータウィンドウおよびイベントハンドラにパラメータを提供する（ステップ８
００）。要求された期間をカバーする概観ファイルが取得される（ステップ８０２）。そ
の期間のフルＥＰＧデータが既にキャッシュに格納されている場合（ステップ８０４にお
けるＹＥＳ）、そのＥＰＧデータは、スクリプト可能なオブジェクトに構成される（ステ
ップ８１４）。そして、ＥＰＧデータマネージャは、提供されたイベントハンドラを介し
て、スクリプト可能なデータオブジェクトをＥＰＧアプリケーションに返す。その結果、
ＥＰＧアプリケーションは、要求されたＥＰＧデータをレンダリングすることができる（
ステップ８１６）。ＥＰＧデータがまだ展開されていない場合（ステップ８０４における
ＮＯ）、スクリプト可能なデータオブジェクトが、概観ファイル内に提供されているデー
タからＥＰＧのために生成され（ステップ８０６）、ＥＰＧガイドデータが、概観データ
を用いてレンダリングされる（ステップ８０８）。要求されたデータウィンドウのための
フルデータを有する１つ以上のデータファイルセグメントが決定されて取得され（ステッ
プ８１２）、バックグラウンドで展開される（ステップ８１２）。次いで、スクリプト可
能なデータオブジェクトが、フルＥＰＧデータから生成される（ステップ８１４）。次に
、ＥＰＧデータマネージャは、提供されたイベントハンドラを介して、スクリプト可能な
ＥＰＧデータオブジェクトをＥＰＧアプリケーションに返し、その結果、ＥＰＧアプリケ
ーションは、フルデータセットを用いて、要求されたＥＰＧデータをレンダリングするこ
とができる（ステップ８１６）。上記方法は、ＥＰＧをユーザに表示できるようにして、
まず、概観情報を提供することにより、表示の遅れを伴うことなく、視聴およびナビゲー
ションを可能にし、追加データが取得される際に、追加またはフルレベルの詳細な番組情
報をＥＰＧに提供する。
【００２２】
　図３を参照すると、ＥＰＧデータマネージャは、ＥＰＧデータウィンドウのほとんどの
ためのデータを有していてもよく、例えば、ファイルセグメント１～３が既に展開されて
いるのに対して、そのウィンドウの一部は、利用可能ではなく、ファイルセグメント４が
取得されおよび／または展開されることを要求するであろう。さらに、ＥＰＧデータマネ
ージャは、ナビゲーションを迅速にするために、または、直前の動作に基づいて、ＥＰＧ
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バッファウィンドウを維持してもよい。
【００２３】
　グリッド形式ＥＰＧに関連する実施について説明したが、実施は、カルーセルナビゲー
ション等の他の実施で利用してもよい。さらに、ＨＴＭＬ５について説明してきたが、上
記のシステム、方法およびコンピュータ記憶メモリは、ＨＴＭＬ５のフレームワークに基
づく将来の規格に適用可能であってもよい。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、何らかの適切なコンピュータ記憶媒体を、本願明細書に
記載されている方法を実行するための命令を格納するのに用いることができる。例えば、
いくつかの実施形態において、コンピュータ記憶媒体は、一時的または非一時的とするこ
とができる。例えば、非一時的コンピュータ記憶媒体は、磁気媒体（例えば、ハードディ
スク等）、光媒体（例えば、コンパクトディスク、デジタルビデオディスク、ブルーレイ
ディスク（登録商標）等）、半導体メディア（例えば、フラッシュメモリ、消去可能プロ
グラマブル読み出し専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的プログラマブル消去可能読み出し
専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）等）、伝送中に表面上のいかなる永続性が消えたりまたは欠
けたりしない何らかの適切な媒体、および／または何らかの適切な有形媒体等の媒体を含
むことができる。
【００２５】
　上記の説明は、いくつかあるコンポーネントの中で、特に、ハードウェア上で実行され
るソフトウェアを含む、方法、システムおよび装置の実施例を開示しているが、そのよう
な方法および装置は、単なる一例にすぎないことを注意するべきであり、また、限定する
ものと見なすべきではない。例えば、それらのハードウェアおよびソフトウェアコンポー
ネントのうちのいくつかまたはすべてを、ハードウェアだけで、ソフトウェアだけで、フ
ァームウェアだけで、または、ハードウェア、ソフトウェアおよび／またはファームウェ
アの任意の組み合せで具体化できることが熟考されている。したがって、上記は、実施例
の方法および装置について記載しているが、当業者は、記載されている実施例が、そのよ
うなシステム、方法および装置を実施する唯一の方法ではないことを容易に認識するであ
ろう。



(17) JP 2016-522624 A 2016.7.28

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(18) JP 2016-522624 A 2016.7.28

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(19) JP 2016-522624 A 2016.7.28

10

20

30

40

【国際調査報告】



(20) JP 2016-522624 A 2016.7.28

10

20

30

40



(21) JP 2016-522624 A 2016.7.28

10

20

30

40



(22) JP 2016-522624 A 2016.7.28

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ドアン，ダット
            カナダ国　　エル７ジー　　０シー２　　オンタリオ，　ジョージタウン，　サトクリフ　レーン
            　１７
(72)発明者  ヨガラトナム，クマナン
            カナダ国　　ケイ１エス　　２ゼット１　　オンタリオ，オタワ，ホープウェル　　アヴェニュー
            　１０４ビー
Ｆターム(参考) 5C164 MA06S MC07S SC28P UB84S


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

